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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光ドラムを備えるドラムカートリッジと、前記ドラムカートリッジに装着可能であり
、トナーを収容可能なトナーカートリッジと、を備え、
　前記ドラムカートリッジは、
　　前記感光ドラムの上の廃トナーを回収するように構成されるクリーナーと、
　　前記クリーナーで回収した廃トナーを搬送するように構成される廃トナー搬送管と、
　　前記感光ドラムにトナーを供給するように構成される現像ローラを備え、揺動軸を中
心として前記感光ドラムに対して揺動可能である現像器と、を備え、
　前記トナーカートリッジは、前記廃トナー搬送管により搬送される廃トナーを収容する
ための廃トナー収容室と、前記トナーを排出可能な排出口とを有し、前記排出口を閉鎖す
る閉位置と、前記排出口を開放する開位置との間を、前記排出口に対して移動可能な第１
シャッターを備え、
　前記第１シャッターは、前記閉位置と前記開位置との間を移動するときに、前記揺動軸
の周りを、前記現像器の揺動方向に移動することを特徴とする、プロセスカートリッジ。
【請求項２】
　感光ドラムを備えるドラムカートリッジと、前記ドラムカートリッジに装着可能であり
、トナーを収容可能なトナーカートリッジと、を備え、
　前記ドラムカートリッジは、
　　前記感光ドラムの上の廃トナーを回収するように構成されるクリーナーと、
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　　前記クリーナーで回収した廃トナーを搬送するように構成される廃トナー搬送管と、
　　前記感光ドラムにトナーを供給するように構成される現像ローラを備え、揺動軸を中
心として前記感光ドラムに対して揺動可能である現像器と、を備え、
　前記トナーカートリッジは、前記廃トナー搬送管により搬送される廃トナーを収容する
ための廃トナー収容室を有し、前記トナーを排出可能な排出口を有する第１接続部を備え
、
　前記現像器は、前記トナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着された状態で
前記第１接続部と接続される第２接続部を備え、
　前記第１接続部は、前記揺動軸に沿って延びる円筒形状を有し、
　前記第２接続部は、前記トナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着された状
態で前記第１接続部の周面に沿って延びる円弧形状の壁を有することを特徴とする、プロ
セスカートリッジ。
【請求項３】
　前記ドラムカートリッジは、前記現像器を支持する第１側板および第２側板を備え、
　前記現像器は、前記第１側板と前記第２側板との間に配置され、前記第１側板および前
記第２側板に支持されることを特徴とする、請求項１または請求項２に記載のプロセスカ
ートリッジ。
【請求項４】
　前記トナーカートリッジと前記現像器とは、前記第１側板と前記第２側板との間で接続
されていることを特徴とする、請求項３に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項５】
　前記トナーカートリッジは、前記トナーを排出可能な排出口を有し、前記排出口を閉鎖
する閉位置と、前記排出口を開放する開位置との間を、前記排出口に対して移動可能な第
１シャッターを備え、
　前記第１シャッターは、前記閉位置と前記開位置との間を移動するときに、前記揺動軸
の周りを、前記現像器の揺動方向に移動することを特徴とする、請求項２に記載のプロセ
スカートリッジ。
【請求項６】
　前記現像器は、前記トナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着された状態で
前記排出口と通じる受入口を有し、
　前記ドラムカートリッジは、前記受入口を閉鎖する閉位置と、前記受入口を開放する開
位置との間を、前記受入口に対して移動可能な第２シャッターを備え、
　前記第２シャッターは、前記閉位置と前記開位置との間を移動するときに、前記揺動軸
の周りを、前記現像器の揺動方向に移動することを特徴とする、請求項１または請求項５
に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項７】
　前記トナーカートリッジは、
　　前記トナーを収容するためのトナー収容室を有するトナーフレームと、
　　前記排出口に対して前記第１シャッターとともに移動可能な突起と、
　　前記トナーフレームに対して回転可能なレバーであって、前記突起と離れて位置する
レバーであり、ギア歯を有するレバーと、を備え、
　前記ドラムカートリッジは、
　　前記受入口に対して前記第２シャッターとともに回転可能な第１円板であって、前記
トナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着されたときに前記突起が嵌まる凹部
を有し、かつ、ギア歯を有する第１円板と、
　　前記トナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着されたときに前記レバーの
ギア歯と噛み合う第１のギア歯と、前記第１円板のギア歯と噛み合う第２のギア歯とを有
する第２円板であって、回転可能な第２円板と、を備えることを特徴とする、請求項６に
記載のプロセスカートリッジ。
【請求項８】
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　前記レバーは、前記レバーの回転軸線に対して、前記排出口の反対側に位置するハンド
ルを備えることを特徴とする、請求項７に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項９】
　前記排出口は、前記ドラムカートリッジに対する前記トナーカートリッジの装着方向に
おいて、前記トナーカートリッジの下流端に位置し、
　前記ハンドルは、前記装着方向において、前記レバーの前記回転軸線に対して、前記排
出口の反対側に位置することを特徴とする、請求項８に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１０】
　前記レバーは、前記トナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着された状態で
、前記第２シャッターを前記閉位置に位置させる第１位置と、前記第２シャッターを前記
開位置に位置させる第２位置との間を移動可能であることを特徴とする、請求項７から請
求項９のいずれか一項に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１１】
　前記トナーカートリッジは、前記レバーを前記第１位置に固定する固定位置と、前記レ
バーの固定を解除する解除位置との間を移動可能なストッパーであって、前記トナーカー
トリッジが前記ドラムカートリッジから離脱された状態で前記固定位置に位置し、前記ト
ナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着された状態で前記解除位置に位置する
ストッパーを備えることを特徴とする、請求項１０に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１２】
　前記トナーカートリッジは、トナーを撹拌するように構成されるアジテータと、前記ア
ジテータとともに回転可能なアジテータギアと、前記アジテータギアを覆うギアカバーで
あって、前記揺動軸が延びる軸線方向における前記トナーフレームの一方の側面に取り付
けられるギアカバーと、を備え、
　前記レバーは、前記軸線方向において、前記ギアカバーに対して、前記トナーフレーム
の反対側に位置することを特徴とする、請求項７から請求項１１のいずれか一項に記載の
プロセスカートリッジ。
【請求項１３】
　前記第１シャッターの前記突起は、前記揺動軸が延びる軸線方向に突出するリブであり
、
　前記リブは、前記ドラムカートリッジに対する前記トナーカートリッジの装着方向に延
びることを特徴とする、請求項７から請求項１２のいずれか一項に記載のプロセスカート
リッジ。
【請求項１４】
　前記トナーカートリッジは、
　　前記トナーを収容するためのトナー収容室を有するトナーフレームと、
　　前記トナーフレームに対して回転可能なレバーであって、ギア歯を有するレバーと、
　　前記トナーフレームに対して回転可能な第１円板であって、前記レバーのギア歯と噛
み合う第１のギア歯と、前記第１円板の回転方向において前記第１のギア歯と間隔を隔て
て位置し、前記レバーのギア歯と噛み合わない第２のギア歯とを有する第１円板と、を備
え、
　前記ドラムカートリッジは、
　　前記第２シャッターに設けられるギア歯と、
　　前記受入口に対して前記第２シャッターとともに移動可能な突起であって、前記トナ
ーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着されたときに前記第１シャッターの穴に
嵌まる突起と、
　　前記トナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着されたときに前記第１円板
の前記第２のギア歯と噛み合う第３のギア歯と、前記第２シャッターのギア歯と噛み合う
第４のギア歯とを有する第２円板であって、回転可能な第２円板と、を備え、
　前記第２シャッターの前記突起は、前記第２シャッターが前記閉位置に位置する状態で
、前記ドラムカートリッジに対する前記トナーカートリッジの装着方向に延びるボスであ
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ることを特徴とする、請求項６に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１５】
　前記トナーカートリッジは、前記トナーを排出可能な排出口を有する第１接続部を備え
、
　前記現像器は、前記トナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着された状態で
前記第１接続部と接続される第２接続部を備え、
　前記第２接続部は、前記揺動軸に沿って延びる円筒形状を有し、
　前記第１接続部は、前記トナーカートリッジが前記ドラムカートリッジに装着された状
態で前記第２接続部の周面に沿って延びる円弧形状の壁を有することを特徴とする、請求
項１４に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１６】
　前記現像器は、前記第２接続部の内部に位置するスクリューオーガを有し、
　前記スクリューオーガのシャフトの前記揺動軸が延びる軸線方向に垂直な断面は、前記
軸線方向に見たときに、前記揺動軸と重なることを特徴とする、請求項１５に記載のプロ
セスカートリッジ。
                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロセスカートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、感光ドラムを有するドラムユニットと、ドラムユニットに装着可能なトナーカー
トリッジとを備えるプロセスカートリッジが知られている（下記特許文献１参照）。
【０００３】
　ドラムユニットは、現像ローラを有する現像器と、感光ドラムをクリーニングするクリ
ーナーと、廃トナー搬送管とを有する。トナーカートリッジは、トナー収容室と、廃トナ
ー収容室とを有する。トナーカートリッジがドラムユニットに装着されるときに、現像器
とトナー収容室とが連結されるとともに、廃トナー搬送管と廃トナー収容室とが連結され
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－６６８１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１に記載されるプロセスカートリッジでは、現像器の筐体に、感光ドラム
および現像ローラが、配置関係を保った状態で収納されている。すなわち、現像ローラが
感光ドラムに対して固定されている。
【０００６】
　そのため、感光ドラムおよび現像ローラが回転したときに、例えば、現像ローラの外径
の振れなどが原因となり、感光ドラムに対する現像ローラの接触状態が変動する場合があ
る。
【０００７】
　そこで、本開示の目的は、感光ドラムに対する現像ローラの接触状態を適正に保つこと
ができるプロセスカートリッジを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のプロセスカートリッジは、感光ドラムを備えるドラムカートリッジと、ドラム
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カートリッジに装着可能であり、トナーを収容可能なトナーカートリッジとを備える。
【０００９】
　ドラムカートリッジは、クリーナーと、廃トナー搬送管と、現像器とを備える。
【００１０】
　クリーナーは、感光ドラムの上の廃トナーを回収するように構成される。
【００１１】
　廃トナー搬送管は、クリーナーで回収した廃トナーを搬送するように構成される。
【００１２】
　現像器は、現像ローラを備える。現像器は、揺動軸を中心として感光ドラムに対して揺
動可能である。現像ローラは、感光ドラムにトナーを供給するように構成される。
【００１３】
　トナーカートリッジは、廃トナー搬送管により搬送される廃トナーを収容するための廃
トナー収容室を有する。
【００１４】
　このような構成によれば、現像器は、感光ドラムおよび現像ローラが回転したときに、
現像ローラが感光ドラムの表面に対して適正に接触した状態を保つように、仮想の揺動軸
を中心として感光ドラムに対して揺動する。
【００１５】
　その結果、感光ドラムに対する現像ローラの接触状態を適正に保つことができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のプロセスカートリッジによれば、感光ドラムに対する現像ローラの接触状態を
適正に保つことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、第１実施形態のプロセスカートリッジのＡ－Ａ断面図である。Ａ－Ａ線
については、図３に示す。
【図２】図２は、図１に示すプロセスカートリッジの断面図であって、廃トナー搬送管を
通る断面を示す。
【図３】図３は、図１に示すトナーカートリッジの平面図である。
【図４】図４は、図３に示すトナーカートリッジの断面図であって、ギアカバーを通る断
面を示す。
【図５】図５は、図３に示すトナーカートリッジの側面図である。
【図６】図６は、図３に示すトナーカートリッジの側面図であって、レバーが第２位置に
位置した状態を示す。
【図７】図７は、図１に示すドラムカートリッジの平面図である。
【図８】図８は、図７に示すドラムカートリッジのＢ－Ｂ断面図であって、第２シャッタ
ーが閉位置に位置した状態を示す。
【図９】図９は、図７に示すドラムカートリッジのＢ－Ｂ断面図であって、第２シャッタ
ーが開位置に位置した状態を示す。
【図１０】図１０は、プロセスカートリッジが画像形成装置に装着された状態を説明する
説明図である。
【図１１】図１１は、プロセスカートリッジが画像形成装置に取り外された状態を説明す
る説明図である。
【図１２】図１２は、第２実施形態のプロセスカートリッジの断面図であって、排出口を
通る断面を示す。
【図１３】図１３は、図１２に示すプロセスカートリッジの断面図であって、廃トナー搬
送管を通る断面を示す。
【図１４】図１４は、図１２に示すトナーカートリッジの平面図である。
【図１５】図１５は、図１４に示すトナーカートリッジの側面図である。
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【図１６】図１６は、図１２に示すドラムカートリッジの平面図である。
【図１７】図１７は、図１６に示すドラムカートリッジのＣ－Ｃ断面図であって、第２シ
ャッターが閉位置に位置した状態を示す。
【図１８】図１８は、図１６に示すドラムカートリッジのＣ－Ｃ断面図であって、第２シ
ャッターが開位置に位置した状態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　１．プロセスカートリッジ１の概略
　図１に示すように、プロセスカートリッジ１は、ドラムカートリッジ２と、トナーカー
トリッジ３とを備える。トナーカートリッジ３は、ドラムカートリッジ２に装着可能であ
る。
【００１９】
　１．１　ドラムカートリッジ２
　ドラムカートリッジ２は、感光ドラム４と、帯電ローラ５と、現像器６と、クリーナー
７と、廃トナー搬送管８（図２参照）とを備える。
【００２０】
　１．１．１　感光ドラム４
　感光ドラム４は、表面にトナー像が形成されるように構成される。感光ドラム４は、軸
線方向に延びる回転軸線について回転可能である。
【００２１】
　１．１．２　帯電ローラ５
　帯電ローラ５は、感光ドラム４の周面を帯電するように構成される。帯電ローラ５は、
感光ドラム４の周面に接触する。
【００２２】
　１．１．３　現像器６
　現像器６は、感光ドラム４にトナーを供給するように構成される。現像器６には、トナ
ーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で、トナーカートリッジ３か
ら、トナーが供給される。現像器６は、現像ローラ９を備える。
【００２３】
　現像ローラ９は、現像器６内のトナーを、感光ドラム４に供給するように構成される。
現像ローラ９は、感光ドラム４の回転方向において、帯電ローラ５に対して下流側に位置
する。現像ローラ９は、感光ドラム４の周面に接触する。
【００２４】
　現像器６は、仮想の揺動軸Ａ１を中心として、感光ドラム４に対して揺動可能である。
揺動軸Ａ１は、軸線方向に延びる。また、現像器６は、図示しないばねにより、現像ロー
ラ９が感光ドラム４に接触する方向に向かって押圧される。これにより、現像器６は、感
光ドラム４および現像ローラ９が回転したときに、現像ローラ９が感光ドラム４の表面に
対して適正に接触した状態を保つように、仮想の揺動軸Ａ１を中心として感光ドラム４に
対して揺動する。「現像ローラ９が感光ドラム４の表面に対して適正に接触した状態」と
は、現像ローラ９が感光ドラム４の表面に対して、適正な圧力で、接触した状態をいう。
適正な圧力とは、現像ローラ９が現像器６内のトナーを感光ドラム４に安定供給できるよ
うな圧力である。
【００２５】
　１．１．４　クリーナー７
　クリーナー７は、感光ドラム４上の廃トナーを回収するように構成される。クリーナー
７は、クリーニングブレード１０を備える。
【００２６】
　クリーニングブレード１０は、感光ドラム４上の廃トナーを除去するように構成される
。クリーニングブレード１０は、感光ドラム４の回転方向において、現像ローラ９に対し
て下流側、かつ、帯電ローラ５に対して上流側に位置する。クリーニングブレード１０は
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、平板形状を有する。クリーニングブレード１０は、感光ドラム４の周面に接触する。感
光ドラム４が回転すると、感光ドラム４上の廃トナーは、クリーニングブレード１０と接
触することにより、感光ドラム４の周面から除去される。クリーニングブレード１０によ
って除去された廃トナーは、クリーナー７の内部に回収される。
【００２７】
　１．１．５　廃トナー搬送管８
　図２に示すように、廃トナー搬送管８は、クリーナー７で回収した廃トナーを搬送する
ように構成される。廃トナー搬送管８は、一端と、他端とを有する。一端は、クリーナー
７（図１参照）に接続される。他端は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に
装着された状態で、トナーカートリッジ３のソケット４２に接続される。ソケット４２に
ついては、後述する。廃トナー搬送管８は、ノズル１１と、シャッター１２と、スクリュ
ー１３とを備える。
【００２８】
　ノズル１１は、廃トナー搬送管８の他端に位置する。ノズル１１は、トナーカートリッ
ジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で、ソケット４２に挿入される。ノズル１
１は、ドラムカートリッジ２に対するトナーカートリッジ３の装着方向に延びる。ノズル
１１は、開口１１Ａを有する。開口１１Ａは、廃トナー搬送管８内の廃トナーを排出可能
である。開口１１Ａは、ノズル１１がソケット４２に挿入された状態で、ソケット４２の
開口４２Ａと通じる。
【００２９】
　シャッター１２は、開口１１Ａを開放する開位置（図２参照）と、開口１１Ａを閉鎖す
る閉位置（図示せず）との間を、開口１１Ａに対して、移動可能である。シャッター１２
は、開位置に位置する状態で、ばね１４によって、閉位置に向かって押圧される。シャッ
ター１２は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着されるときに、トナー
カートリッジ３と接触することにより、ばね１４の押圧力に抗して、閉位置から開位置に
移動する。シャッター１２は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２から取り外
されるときに、ばね１４の押圧力により、開位置から閉位置に移動する。
【００３０】
　スクリュー１３は、クリーナー７の内部に溜まったトナーを、開口１１Ａまで搬送する
ように構成される。スクリュー１３は、クリーナー７の内部、および、廃トナー搬送管８
の内部に位置する。
【００３１】
　１．２　トナーカートリッジ３
　図１に示すように、トナーカートリッジ３は、トナーを収容可能である。トナーカート
リッジ３は、トナー収容室１５と、廃トナー収容室１６とを有する。
【００３２】
　１．２．１　トナー収容室１５
　トナー収容室１５は、トナーを収容する。トナー収容室１５内のトナーは、トナーカー
トリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で、後述する第１接続部２２および
第２接続部６５を介して、現像器６に供給される。
【００３３】
　１．２．２　廃トナー収容室１６
　廃トナー収容室１６は、廃トナー搬送管８により搬送される廃トナーを収容する。廃ト
ナー収容室１６は、トナー収容室１５と仕切られている。廃トナー収容室１６は、トナー
収容室１５と通じない。
【００３４】
　２．トナーカートリッジ３の詳細
　図１および図３に示すように、トナーカートリッジ３は、トナーフレーム２１と、第１
接続部２２と、第１シャッター２３と、２つの円板２４Ａ、２４Ｂ（図３参照）と、複数
のアジテータ２５、２６、２７と、スクリュー２８と、複数のアジテータギア２９、３０
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、３１（図４参照）と、アイドルギア３２（図４参照）と、スクリューギア３３（図４参
照）と、ギアカバー３４（図５参照）と、レバー３５（図５参照）と、ストッパー３６（
図５参照）とを備える。
【００３５】
　２．１　トナーフレーム２１
　図１に示すように、トナーフレーム２１は、トナー収容室１５と、廃トナー収容室１６
とを有する。図３に示すように、トナーフレーム２１は、軸線方向に延びる。トナーフレ
ーム２１は、筒形状を有する。トナーフレーム２１は、軸線方向において、一方の側面Ｓ
１と、他方の側面Ｓ２とを有する。また、トナーフレーム２１は、ドラムカートリッジ２
に対するトナーカートリッジ３の装着方向において、上流端Ｅ１と、下流端Ｅ２とを有す
る。
【００３６】
　なお、トナーフレーム２１は、突出部２１Ａを有する。突出部２１Ａは、他方の側面Ｓ
２から突出する。突出部２１Ａは、軸線方向に延びる。突出部２１Ａの内部空間は、廃ト
ナー収容室１６の内部空間と通じる。突出部２１Ａは、図２に示すように、ソケット４２
と、シャッター４４と、ばね４３とを有する。
【００３７】
　ソケット４２には、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で
、廃トナー搬送管８のノズル１１が挿入される。ソケット４２は、突出部２１Ａの内部に
位置する。ソケット４２は、装着方向に延びる。ソケット４２は、筒形状を有する。ソケ
ット４２は、開口４２Ａを有する。
【００３８】
　開口４２Ａは、廃トナー搬送管８のノズル１１がソケット４２に挿入された状態で、ノ
ズル１１の開口１１Ａと通じる。これにより、ノズル１１の開口１１Ａから排出された廃
トナーは、開口４２Ａを介して、突出部２１Ａの内部に収容される。突出部２１Ａの内部
に収容された廃トナーは、スクリュー２８により、廃トナー収容室１６に搬送される。
【００３９】
　シャッター４４は、ソケット４２の内部に位置する。シャッター４４は、開口４２Ａを
開放する開位置（図２参照）と、開口４２Ａを閉鎖する閉位置（図示せず）との間を、開
口４２Ａに対して、移動可能である。
【００４０】
　ばね４３は、開位置に位置するシャッター４４を、閉位置に向かって押圧する。シャッ
ター４４は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着されるときに、ノズル
１１と接触することにより、ばね４３の押圧力に抗して、閉位置から開位置に位置する。
シャッター４４は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２から取り外されるとき
に、ばね４３の押圧力により、開位置から閉位置に位置する。
【００４１】
　２．２　第１接続部２２
　図１に示すように、第１接続部２２は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２
に装着されたときに、ドラムカートリッジ２の第２接続部６５と接続する。第２接続部６
５については、後述する。第１接続部２２は、第２接続部６５と接続することにより、現
像器６と接続する。第１接続部２２は、図３に示すように、トナーフレーム２１の下流端
Ｅ２に位置する。第１接続部２２は、トナーフレーム２１の下流端Ｅ２から突出する。第
１接続部２２は、軸線方向において、トナーフレーム２１の他方の側面Ｓ２に対して、一
方の側面Ｓ１の近くに位置する。第１接続部２２は、揺動軸Ａ１に沿って延びる円筒形状
を有する。第１接続部２２の内部空間は、トナー収容室１５と通じる。
【００４２】
　第１接続部２２は、排出口２２Ａを有する。すなわち、トナーカートリッジ３は、排出
口２２Ａを有する。排出口２２Ａは、ドラムカートリッジ２に対するトナーカートリッジ
３の装着方向において、トナーカートリッジ３の下流端に位置する。排出口２２Ａは、ト
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ナーを排出可能である。排出口２２Ａは、図１に示すように、トナーカートリッジ３がド
ラムカートリッジ２に装着され、第１シャッター２３が開位置に位置し、第２シャッター
５３が開位置に位置する状態で、現像器６の受入口６９と通じる。第２シャッター５３お
よび受入口６９については、後述する。
【００４３】
　２．３　第１シャッター２３
　図１および図５に示すように、第１シャッター２３は、排出口２２Ａを閉鎖する閉位置
（図５参照）と、排出口２２Ａを開放する開位置（図１参照）との間を、排出口２２Ａに
対して移動可能である。第１シャッター２３は、閉位置と開位置との間を移動するときに
、第１接続部２２の周面に沿って移動する。第１シャッター２３は、閉位置と開位置との
間を移動するときに、揺動軸Ａ１の周りを、現像器６の揺動方向に移動する。第１シャッ
ター２３は、第１接続部２２の周面に沿って延びる。第１シャッター２３は、円弧形状の
板である。また、第１シャッター２３は、軸線方向に延びる。
【００４４】
　２．４　円板２４Ａ、２４Ｂ
　図３および図５に示すように、円板２４Ａは、第１シャッター２３と第１接続部２２と
を接続する。円板２４Ａは、軸線方向における第１接続部２２の一端に取り付けられる。
円板２４Ａは、第１接続部２２に対して回転可能である。円板２４Ａは、軸線方向におけ
る第１シャッター２３の一端と接続する。これにより、円板２４Ａが第１接続部２２に対
して回転したときに、第１シャッター２３は、第１接続部２２の周面に沿って移動する。
円板２４Ａは、突起３７Ａを有する。すなわち、トナーカートリッジ３は、突起３７Ａを
備える。
【００４５】
　突起３７Ａは、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で、第
１円板５４の凹部５４Ａ（図８参照）に嵌まる。突起３７Ａは、リブである。突起３７Ａ
は、円板２４Ａから突出する。これにより、突起３７Ａは、排出口２２Ａに対して、第１
シャッター２３とともに移動可能である。突起３７Ａは、軸線方向に突出する。突起３７
Ａは、第１接続部２２の径方向に延びる。突起３７Ａは、第１シャッター２３が閉位置に
位置する状態で、ドラムカートリッジ２に対するトナーカートリッジ３の装着方向に延び
る。すなわち、リブは、ドラムカートリッジ２に対するトナーカートリッジ３の装着方向
に延びる。これにより、突起３７Ａは、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に
装着されるときに、第１円板５４の凹部５４Ａに嵌まる。
【００４６】
　円板２４Ｂは、円板２４Ａとともに、第１シャッター２３と第１接続部２２とを接続す
る。円板２４Ｂは、軸線方向において、第１接続部２２に対して、円板２４Ａの反対側に
位置する。円板２４Ｂは、軸線方向における第１接続部２２の他端に取り付けられる。円
板２４Ｂは、第１接続部２２に対して回転可能である。円板２４Ｂは、軸線方向における
第１シャッター２３の他端と接続する。円板２４Ｂは、円板２４Ａと同じ形状を有する。
円板２４Ｂの形状については、円板２４Ａと同様に説明できるため、説明を省略する。
【００４７】
　２．５　複数のアジテータ２５、２６、２７
　図１に示すように、アジテータ２５は、トナー収容室１５内のトナーを撹拌するように
構成される。アジテータ２５は、トナー収容室１５内に位置する。
【００４８】
　アジテータ２６は、トナー収容室１５内のトナーを第１接続部２２に向かって搬送する
ように構成される。アジテータ２６は、トナー収容室１５内に位置する。アジテータ２６
は、アジテータ２５と第１接続部２２との間に位置する。
【００４９】
　アジテータ２７は、第１接続部２２内のトナーを撹拌するように構成される。アジテー
タ２７は、第１接続部２２内に位置する。
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【００５０】
　２．６　スクリュー２８
　図１および図３に示すように、スクリュー２８は、突出部２１Ａ内のトナーを廃トナー
収容室１６に搬送するように構成される。スクリュー２８は、突出部２１Ａおよび廃トナ
ー収容室１６内に位置する。スクリュー２８は、軸線方向に延びる。
【００５１】
　２．７　ギア列
　図４に示すように、複数のアジテータギア２９、３０、３１、アイドルギア３２、およ
びスクリューギア３３は、トナーフレーム２１の一方の側面Ｓ１に位置する。
【００５２】
　アジテータギア２９は、アジテータ２５（図３参照）とともに回転可能である。アジテ
ータギア２９は、アジテータ２５のシャフト２５Ａ（図３参照）に取り付けられる。
【００５３】
　アジテータギア３０は、アジテータ２６（図３参照）とともに回転可能である。アジテ
ータギア３０は、アジテータ２６のシャフト２６Ａ（図３参照）に取り付けられる。アジ
テータギア３０は、アジテータギア２９と噛み合う。
【００５４】
　アジテータギア３１は、アジテータ２７（図３参照）とともに回転可能である。アジテ
ータギア３１は、アジテータ２７に取り付けられる。アジテータギア３１は、アジテータ
ギア３０と間隔を隔てて位置する。なお、アジテータギア３１は、軸線方向において、円
板２４Ａ（図３参照）と第１接続部２２との間に位置する。
【００５５】
　アイドルギア３２は、アジテータギア３０とアジテータギア３１との間に位置する。ア
イドルギア３２は、アジテータギア３０およびアジテータギア３１と噛み合う。
【００５６】
　スクリューギア３３は、スクリュー２８（図３参照）とともに回転可能である。スクリ
ューギア３３は、スクリュー２８に取り付けられる。スクリューギア３３は、アジテータ
ギア２９と噛み合う。
【００５７】
　２．８　ギアカバー３４
　図５に示すように、ギアカバー３４は、少なくとも、アジテータギア２９（図４参照）
を覆う。具体的には、ギアカバー３４は、アジテータギア２９、３０（図４参照）を覆う
。図３に示すように、ギアカバー３４は、トナーフレーム２１の一方の側面Ｓ１に取り付
けられる。
【００５８】
　２．９　レバー３５
　図３および図５に示すように、レバー３５は、軸線方向において、ギアカバー３４に対
して、トナーフレーム２１の反対側に位置する。レバー３５は、ギアカバー３４に取り付
けられる。レバー３５は、突起３７Ａと離れて位置する。そのため、トナーカートリッジ
３がドラムカートリッジ２から取り外された状態で、ユーザーによってレバー３５が操作
されても、第１シャッター２３は、移動しない。レバー３５は、ギアカバー３４に対して
回転可能である。また、レバー３５は、トナーフレーム２１に対して回転可能である。レ
バー３５は、アジテータ２５のシャフト２５Ａについて回転可能である。レバー３５は、
トナーフレーム２１に対して回転することにより、第１位置（図５参照）と、第２位置（
図６参照）との間を移動可能である。図５に示すように、レバー３５は、複数のギア歯３
８と、ハンドル３９を備える。レバー３５は、凹部４０を有する。
【００５９】
　複数のギア歯３８は、レバー３５が第１位置に位置する状態で、アジテータ２５のシャ
フト２５Ａと、突起３７Ａとの間に位置する。複数のギア歯３８は、レバー３５の回転方
向に並ぶ。複数のギア歯３８のうちの１つは、トナーカートリッジ３がドラムカートリッ
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ジ２に装着された状態で、第２円板５５の複数の第１のギア歯５５Ａ（図８参照）のうち
の１つと噛み合う。複数の第１のギア歯５５Ａについては、後述する。
【００６０】
　ハンドル３９は、ユーザーがレバー３５を移動させるときに、ユーザーによってつかま
れる。ハンドル３９は、レバー３５が第１位置に位置する状態で、アジテータ２５のシャ
フト２５Ａに対して、排出口２２Ａの反対側に位置する。すなわち、ハンドル３９は、レ
バー３５の回転軸線Ａ２に対して、排出口２２Ａの反対側に位置する。ハンドル３９は、
装着方向において、レバー３５の回転軸線Ａ２に対して、排出口２２Ａの反対側に位置す
る。
【００６１】
　凹部４０には、レバー３５が第１位置に位置するときに、ストッパー３６の突起４１が
嵌まる。突起４１については、後述する。凹部４０は、レバー３５の回転方向において、
複数のギア歯３８と間隔を隔てて位置する。
【００６２】
　２．１０　ストッパー３６
　ストッパー３６は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２から取り外された状
態で、レバー３５が第１位置に位置するときに、レバー３５を第１位置に固定する。スト
ッパー３６は、固定位置（図５参照）と、解除位置（図６参照）との間を移動可能である
。ストッパー３６は、固定位置に位置するときに、レバー３５を第１位置に固定する。ス
トッパー３６は、解除位置に位置するときに、レバー３５の固定を解除する。ストッパー
３６は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２から離脱された状態で、固定位置
に位置する。ストッパー３６は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着さ
れた状態で、解除位置に位置する。ストッパー３６は、ギアカバー３４に取り付けられる
。ストッパー３６は、ギアカバー３４に対して回転可能である。ストッパー３６は、棒形
状を有する。ストッパー３６は、一端３６Ａと、他端３６Ｂとを有する。また、ストッパ
ー３６は、突起４１を有する。突起４１は、ストッパー３６の回転軸線と一端３６Ａとの
間に位置する。突起４１は、レバー３５に向かって突出する。突起４１は、ストッパー３
６が固定位置に位置するときに、レバー３５の凹部４０に嵌まる。解除位置に位置するス
トッパー３６は、図示しないバネにより、固定位置に向かって押圧される。ストッパー３
６は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着されるときに、ドラムカート
リッジ２のリブ５７（図８参照）が他端３６Ｂに接触することにより、固定位置から解除
位置に移動する。
【００６３】
　３．ドラムカートリッジ２の詳細
　図７に示すように、ドラムカートリッジ２は、第１側板５１と、第２側板５２と、現像
器６と、第２シャッター５３と、第１円板５４（図８参照）と、第２円板５５（図８参照
）と、第３円板５６とを備える。
【００６４】
　３．１　第１側板５１および第２側板５２
　第１側板５１は、現像器６を支持する。第１側板５１は、軸線方向において、第２側板
５２に対して、廃トナー搬送管８の反対側に位置する。第１側板５１は、穴５１Ａと、ガ
イド５１Ｂとを有する。第１側板５１は、リブ５７（図８参照）を備える。
【００６５】
　穴５１Ａには、現像器６のボス６６が嵌まる。穴５１Ａは、円形状を有する。穴５１Ａ
は、貫通穴であってもよい。
【００６６】
　ガイド５１Ｂは、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に対して装着されると
きに、トナーカートリッジ３をガイドする。図８に示すように、ガイド５１Ｂは、ドラム
カートリッジ２に対するトナーカートリッジ３の装着方向において、現像器６に対して、
感光ドラム４の反対側に位置する。ガイド５１Ｂは、ドラムカートリッジ２に対するトナ
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ーカートリッジ３の装着方向に延びる。ガイド５１Ｂは、溝である。ガイド５１Ｂには、
トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に対して装着されるときに、トナーカート
リッジ３の一部が嵌まる。具体的には、ガイド５１Ｂには、トナーカートリッジ３がドラ
ムカートリッジ２に対して装着されるときに、アジテータ２５のシャフト２５Ａ（図３参
照）の一端Ｅ１１が嵌まる。
【００６７】
　リブ５７は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に対して装着されるときに
、トナーカートリッジ３のストッパー３６（図５参照）と接触する。リブ５７は、ドラム
カートリッジ２に対するトナーカートリッジ３の装着方向において、現像器６とガイド５
１Ｂとの間に位置する。
【００６８】
　図７に示すように、第２側板５２は、第１側板５１とともに現像器６を支持する。第２
側板５２は、軸線方向において、第１側板５１と間隔を隔てて位置する。第１側板５１と
第２側板５２との間には、トナーカートリッジ３が装着される。第２側板５２は、軸線方
向において、廃トナー搬送管８と第１側板５１との間に位置する。第２側板５２には、廃
トナー搬送管８が取り付けられる。第２側板５２は、穴５２Ａと、ガイド５２Ｂとを有す
る。
【００６９】
　穴５２Ａには、現像器６のボス６７が嵌まる。穴５２Ａは、円形状を有する。穴５２Ａ
は、貫通穴であってもよい。
【００７０】
　ガイド５２Ｂは、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に対して装着されると
きに、ガイド５１Ｂとともに、トナーカートリッジ３をガイドする。ガイド５２Ｂは、ド
ラムカートリッジ２に対するトナーカートリッジ３の装着方向において、現像器６に対し
て、感光ドラム４の反対側に位置する。ガイド５２Ｂは、ドラムカートリッジ２に対する
トナーカートリッジ３の装着方向に延びる。ガイド５２Ｂは、溝である。ガイド５２Ｂに
は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に対して装着されるときに、トナーカ
ートリッジ３の一部が嵌まる。具体的には、ガイド５２Ｂには、トナーカートリッジ３が
ドラムカートリッジ２に対して装着されるときに、アジテータ２５のシャフト２５Ａ（図
３参照）の他端Ｅ１２が嵌まる。
【００７１】
　３．２　現像器６
　図７に示すように、現像器６は、第１側板５１と第２側板５２との間に配置される。現
像器６は、上記した現像ローラ９に加えて、現像フレーム６１と、供給ローラ６２（図８
参照）と、２つのスクリュー６３Ａ、６３Ｂ（図８参照）と、筒６４と、２つのボス６６
、６７とを備える。
【００７２】
　３．２．１　現像フレーム６１
　現像フレーム６１は、トナーカートリッジ３から供給されたトナーを収容する。また、
現像フレーム６１は、現像ローラ９を支持する。現像フレーム６１は、軸線方向に延びる
。現像フレーム６１は、筒形状を有する。現像フレーム６１は、軸線方向において、第１
側壁５１と第２側壁５２との間に位置する。
【００７３】
　３．２．２　供給ローラ６２
　図８に示すように、供給ローラ６２は、現像フレーム６１内のトナーを、現像ローラ９
に供給するように構成される。供給ローラ６２は、現像フレーム６１内に位置する。供給
ローラ６２は、現像ローラ９の周面に接触する。
【００７４】
　３．２．３　スクリュー６３Ａおよびスクリュー６３Ｂ
　スクリュー６３Ａは、現像フレーム６１内のトナーを軸線方向に搬送するように構成さ
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れる。スクリュー６３Ａは、現像フレーム６１内に位置する。スクリュー６３Ａは、軸線
方向に延びる。スクリュー６３Ａは、供給ローラ６２の上方に位置する。
【００７５】
　スクリュー６３Ｂは、軸線方向において、スクリュー６３Ａが現像フレーム６１内のト
ナーを搬送する方向とは反対の方向に向かって、現像フレーム６１内のトナーを搬送する
ように構成される。スクリュー６３Ｂは、現像フレーム６１内に位置する。スクリュー６
３Ｂは、軸線方向に延びる。スクリュー６３Ｂは、スクリュー６３Ａに対して、現像ロー
ラ９の反対側に位置する。
【００７６】
　３．２．４　筒６４
　筒６４は、スクリュー６３Ａに対して、供給ローラ６２の反対側に位置する。筒６４は
、現像フレーム６１と接続する。図７に示すように、筒６４は、軸線方向において、第１
側板５１と第２側板５２との間に位置する。筒６４は、軸線方向に延びる。筒６４は、揺
動軸Ａ１に沿って延びる。筒６４は、円筒形状を有する。筒６４は、第２接続部６５を有
する。すなわち、現像器６は、第２接続部６５を備える。
【００７７】
　第２接続部６５は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で
、第１接続部２２（図３参照）と接続される。第２接続部６５は、軸線方向において、第
１側板５１と第２側板５２との間に位置する。つまり、第２接続部６５は、第１側板５１
と第２側板５２との間で、第１接続部２２と接続される。これにより、トナーカートリッ
ジ３と現像器６とは、第１側板５１と第２側板５２との間で接続される。第２接続部６５
は、軸線方向において、第２側板５２に対して、第１側板５１の近くに位置する。第２接
続部６５は、筒６４の一部である。第２接続部６５は、揺動軸Ａ１に沿って延びる。図８
に示すように、第２接続部６５は、壁６８と、受入口６９とを有する。
【００７８】
　図１に示すように、壁６８は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着さ
れた状態で、第１接続部２２の周面に沿って延びる。壁６８は、円弧形状を有する。
【００７９】
　受入口６９は、現像フレーム６１の内部空間と通じる。受入口６９は、トナーカートリ
ッジ３がドラムカートリッジ２に装着され、第１シャッター２３が開位置に位置し、第２
シャッター５３が開位置に位置する状態で、第１接続部２２の排出口２２Ａと通じる。
【００８０】
　３．２．５　ボス６６およびボス６７
　図７に示すように、ボス６６は、第１側板５１の穴５１Ａに嵌まる。ボス６６は、軸線
方向における現像器６の一端から延びる。ボス６６は、軸線方向における筒６４の一端か
ら延びる。ボス６６は、軸線方向に延びる。ボス６６は、揺動軸Ａ１に沿って延びる。ボ
ス６６は、円筒形状を有する。ボス６６は、第１側板５１に対して回転可能である。
【００８１】
　ボス６７は、第２側板５２の穴５２Ａに嵌まる。ボス６７は、軸線方向における現像器
６の他端から延びる。ボス６７は、軸線方向における筒６４の他端から延びる。ボス６７
は、軸線方向に延びる。ボス６７は、揺動軸Ａ１に沿って延びる。ボス６７は、円筒形状
を有する。ボス６７は、第２側板５２に対して回転可能である。
【００８２】
　ボス６６が第１側板５１の穴５１Ａに嵌まり、ボス６７が第２側板５２の穴５２Ａに嵌
まることにより、現像器６は、第１側板５１および第２側板５２に支持される。ボス６６
が第１側板５１に対して回転可能であり、ボス６７が第２側板５２に対して回転可能であ
ることにより、現像器６は、第１側板５１および第２側板５２に対して揺動可能である。
現像器６の揺動軸Ａ１は、軸線方向における筒６４の一端と他端とを通る。また、現像器
６の揺動軸Ａ１は、ボス６６とボス６７とを通る。好ましくは、揺動軸Ａ１は、筒６４の
中心、ボス６６の中心、および、ボス６７の中心を通る。



(14) JP 6977406 B2 2021.12.8

10

20

30

40

50

【００８３】
　なお、現像器６を、第１側板５１および第２側板５２に、揺動可能に支持する構造は、
特に限定されない。例えば、第１側板５１および第２側板５２のそれぞれが、軸線方向に
延びるボスを有し、現像器は、第１側板５１のボス、および、第２側板５２のボスにより
、揺動可能に支持されてもよい。
【００８４】
　３．３　第２シャッター５３
　図７に示すように、第２シャッター５３は、第２接続部６５内に位置する。第２シャッ
ター５３は、軸線方向に延びる。図８および図９に示すように、第２シャッター５３は、
受入口６９を閉鎖する閉位置（図８参照）と、受入口６９を開放する開位置（図９参照）
との間を、受入口６９に対して回転可能である。第２シャッター５３は、第２接続部６５
の壁６８に沿って移動可能である。これにより、第２シャッター５３は、閉位置と開位置
との間を移動するときに、揺動軸Ａ１の周りを、現像器６の揺動方向に移動する。好まし
くは、第２シャッター５３は、閉位置と開位置との間を移動するときに、揺動軸Ａ１につ
いて回転する。第２シャッター５３は、壁６８に沿って延びる。第２シャッター５３は、
円弧形状を有する。
【００８５】
　３．４　第１円板５４
　図７に示すように、第１円板５４は、第２接続部６５内に位置する。第１円板５４は、
第２接続部６５に対して回転可能である。第１円板５４は、軸線方向における第２シャッ
ター５３の一端と接続する。これにより、第１円板５４は、受入口６９に対して、第２シ
ャッター５３とともに移動可能である。図８に示すように、第１円板５４は、凹部５４Ａ
と、複数のギア歯５４Ｂとを有する。
【００８６】
　凹部５４Ａには、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着されたときに、
突起３７Ａが嵌まる。これにより、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着
された状態で、第１円板５４は、トナーカートリッジ３の円板２４Ａ（図５参照）ととも
に回転可能となる。凹部５４Ａは、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２から取
り外され、第２シャッター５３が閉位置に位置するときに、ドラムカートリッジ２に対す
るトナーカートリッジ３の装着方向に延びる。凹部５４Ａは、揺動軸Ａ１と重なる。言い
換えると、凹部５４Ａは、第２シャッター５３の回転軸線と重なる。
【００８７】
　複数のギア歯５４Ｂは、第１円板５４の回転方向に並ぶ。複数のギア歯５４Ｂのうちの
１つは、第２円板５５の複数の第２のギア歯５５Ｂのうちの１つと噛み合う。複数の第２
のギア歯５５Ｂについては、後述する。
【００８８】
　３．５　第２円板５５
　第２円板５５は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で、
レバー３５からの駆動力を、第１円板５４に伝える。第２円板５５は、第１円板５４とガ
イド５１Ｂとの間に位置する。第２円板５５は、トナーカートリッジ３がドラムカートリ
ッジ２に装着された状態で、レバー３５（図５参照）と第１円板５４との間に位置する。
第２円板５５は、第１側板５１に取り付けられる。第２円板５５は、第１側板５１に対し
て回転可能である。第２円板５５は、複数の第１のギア歯５５Ａと、複数の第２のギア歯
５５Ｂとを有する。
【００８９】
　複数の第１のギア歯５５Ａの少なくとも１つは、トナーカートリッジ３がドラムカート
リッジ２から取り外された状態で、第２円板５５の回転軸線Ａ３とガイド５１Ｂとの間に
位置する。複数の第１のギア歯５５Ａは、第２円板５５の回転方向に並ぶ。複数の第１の
ギア歯５５Ａのうちの１つは、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着され
たときに、レバー３５の複数のギア歯３８（図５参照）のうちの１つと噛み合う。
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【００９０】
　複数の第２のギア歯５５Ｂは、第２円板５５の回転方向において、複数の第１のギア歯
５５Ａと間隔を隔てて位置する。複数の第２のギア歯５５Ｂは、第２円板５５の回転方向
に並ぶ。複数の第２のギア歯５５Ｂのうちの１つは、第１円板５４の複数のギア歯５４Ｂ
のうちの１つと噛み合う。
【００９１】
　トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で、ユーザが、レバー
３５を第１位置（図５参照）から第２位置（図６参照）へ移動させると、図８および図９
に示すように、第２円板５５が回転し、第１円板５４が回転する。これにより、第２シャ
ッター５３は、閉位置（図８参照）から開位置（図９参照）へ移動する。つまり、レバー
３５は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で、第２位置に
位置するときに、第２シャッター５３（図１参照）を開位置に位置させる。また、第１円
板５４とともにトナーカートリッジ３の円板２４Ａ（図５参照）が回転することにより、
第１シャッター２３は、閉位置（図５参照）から開位置（図１参照）へ移動する。
【００９２】
　また、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で、ユーザが、
レバー３５を第２位置（図６参照）から第１位置（図５参照）へ移動させると、第２シャ
ッター５３が、開位置（図９参照）から閉位置（図８参照）へ移動し、第１シャッター２
３が、開位置（図１参照）から閉位置（図５参照）へ移動する。つまり、レバー３５は、
トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態で、第１位置に位置する
ときに、第２シャッター５３を閉位置に位置させる。
【００９３】
　３．６　第３円板５６
　図７に示すように、第３円板５６は、第２接続部６５内に位置する。第３円板５６は、
軸線方向において、第１円板５４と間隔を隔てて位置する。第３円板５６は、第２接続部
６５に対して回転可能である。第３円板５６は、軸線方向における第２シャッター５３の
他端と接続する。第３円板５６は、ギア歯５４Ｂを有さない以外、第１円板５４と同じ形
状を有する。第３円板５６の凹部５６Ａには、トナーカートリッジ３がドラムカートリッ
ジ２に装着されたときに、トナーカートリッジ３の突起３７Ｂ（図３参照）が嵌まる。こ
れにより、第３円板５６は、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された
状態で、トナーカートリッジ３の円板２４Ｂ（図３参照）とともに回転可能である。
【００９４】
　４．作用効果
　プロセスカートリッジ１によれば、図２および図７に示すように、現像器６は、仮想の
揺動軸Ａ１を中心として、感光ドラム４に対して揺動可能である。
【００９５】
　そのため、現像器６は、感光ドラム４および現像ローラ９が回転したときに、現像ロー
ラ９の外径の振れに影響を受けることなく、現像ローラ９が感光ドラム４の表面に対して
適正に接触した状態を保つように、仮想の揺動軸Ａ１を中心として感光ドラム４に対して
揺動する。
【００９６】
　その結果、感光ドラム４に対する現像ローラ９の接触状態を適正に保つことができる。
【００９７】
　５．プロセスカートリッジ１の使用態様
　図１０に示すように、プロセスカートリッジ１は、画像形成装置１００に装着される。
【００９８】
　なお、画像形成装置１００は、レーザースキャンユニット１０１と、転写ローラ１０２
と、定着器１０３と、給紙部１０４と、給紙トレイ１０５と、排紙トレイ１０６とを備え
る。レーザースキャンユニット１０１は、感光ドラム４の表面を露光するように構成され
る。転写ローラ１０２は、感光ドラム４の周面に形成されたトナー像を用紙に転写するよ
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うに構成される。転写ローラ１０２は、感光ドラム４の周面に接触する。定着器１０３は
、トナー像が転写された用紙を加熱および加圧して、用紙にトナー像を定着させるように
構成される。給紙部１０４は、給紙トレイ１０５内の用紙を、感光ドラム４と転写ローラ
１０２との間に供給するように構成される。給紙トレイ１０５は、用紙を収容するように
構成される。排紙トレイ１０６は、定着器１０３を通過した用紙が排紙されるように構成
される。
【００９９】
　トナーカートリッジ３は、ドラムカートリッジ２が画像形成装置１００に装着されてい
る状態で、ドラムカートリッジ２から取り外すことができる。また、図１１に示すように
、トナーカートリッジ３は、ドラムカートリッジ２とともに、画像形成装置１００から取
り外すことができる。
【０１００】
　６．第２実施形態
　以下、第２実施形態について説明する。第２実施形態において、第１実施形態と同様の
部材には同じ符号を付し、その説明を省略する。
【０１０１】
　図１２に示すように、トナーカートリッジ７０の第１接続部７３は、円弧形状の壁７３
Ａを有してもよい。また、ドラムカートリッジ８０の第２接続部８１Ａは、円筒形状を有
してもよい。
【０１０２】
　また、図１２および図１３に示すように、トナーカートリッジ７０の廃トナー収容室１
６は、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に装着された状態で、トナー収
容室１５と現像器６との間に位置してもよい。
【０１０３】
　以下、トナーカートリッジ７０およびドラムカートリッジ８０について、詳しく説明す
る。
【０１０４】
　６．１　トナーカートリッジ７０
　トナーカートリッジ７０は、図１２に示すように、第２トナー収容室７１を有する。ま
た、トナーカートリッジ７０は、オーガスクリュー７２と、第１接続部７３と、第１シャ
ッター７４と、レバー７５（図１５参照）と、第１円板７６（図１５参照）とを備える。
【０１０５】
　６．１．１　第２トナー収容室７１
　図１２に示すように、第２トナー収容室７１は、アジテータ２６に対して、アジテータ
２５の反対側に位置する。第２トナー収容室７１は、トナー収容室１５と通じる。
【０１０６】
　６．１．２　オーガスクリュー７２
　図１２および図１４に示すように、オーガスクリュー７２は、アジテータ２６によって
トナー収容室１５から第２トナー収容室７１に供給されたトナーを、軸線方向に搬送する
。オーガスクリュー７２は、第２トナー収容室７１内に位置する。オーガスクリュー７２
は、軸線方向に延びる。
【０１０７】
　６．１．３　第１接続部７３
　図１２に示すように、第１接続部７３は、壁７３Ａを備える。第１接続部７３は、排出
口７３Ｂを有する。
【０１０８】
　壁７３Ａは、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に装着された状態で、
第２接続部８１Ａの周面に沿って延びる。壁７３Ａは、円弧形状を有する。
【０１０９】
　排出口７３Ｂは、第２トナー収容室７１に通じる。排出口７３Ｂは、トナーカートリッ



(17) JP 6977406 B2 2021.12.8

10

20

30

40

50

ジ７０がドラムカートリッジ８０に装着され、第１シャッター７４が開位置に位置し、第
２シャッター８３が開位置に位置した状態で、受入口８１Ｃに通じる。受入口８１Ｃおよ
び第２シャッター８３については、後述する。
【０１１０】
　６．１．４　第１シャッター７４
　第１シャッター７４は、排出口７３Ｂを閉鎖する閉位置（図１５参照）と、排出口７３
Ｂを開放する開位置（図１２参照）との間を、排出口７３Ｂに対して移動可能である。第
１シャッター７４は、第１接続部７３に取り付けられる。第１シャッター７４は、閉位置
と開位置との間を移動するときに、第１接続部７３の壁７３Ａに沿って移動する。これに
より、第１シャッター７４は、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に装着
された状態で、閉位置と開位置との間を移動するときに、揺動軸Ａ１の周りを、現像器６
の揺動方向に移動する。第１シャッター７４は、第１接続部７３の壁７３Ａに沿って延び
る。第１シャッター７４は、円弧形状を有する。第１シャッター７４は、穴７４Ａを有す
る。穴７４Ａには、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に装着された状態
で、第２シャッター８３の突起８４が嵌まる。
【０１１１】
　６．１．５　レバー７５
　図１５に示すように、レバー７５は、トナーフレーム２１に取り付けられている。レバ
ー７５は、トナーフレーム２１に対して回転可能である。レバー７５は、アジテータ２５
のシャフト２５Ａについて回転可能である。レバー７５は、トナーフレーム２１に対して
回転することにより、第１位置（図１７参照）と、第２位置（図１８参照）との間を移動
可能である。レバー７５は、複数のギア歯７５Ａと、ハンドル７５Ｂとを有する。
【０１１２】
　複数のギア歯７５Ａは、レバー７５が第１位置に位置する状態で、アジテータ２５のシ
ャフト２５Ａと、第１シャッター７４との間に位置する。複数のギア歯７５Ａは、レバー
７５の回転方向に並ぶ。複数のギア歯７５Ａのうちの１つは、第１円板７６の複数の第１
のギア歯７６Ａのうちの１つと噛み合う。複数の第１のギア歯７６Ａについては、後述す
る。
【０１１３】
　ハンドル７５Ｂは、ユーザーがレバー７５を移動させるときに、ユーザーによってつか
まれる。ハンドル７５Ｂは、レバー７５が第１位置に位置する状態で、アジテータ２５の
シャフト２５Ａに対して、排出口７３Ｂの反対側に位置する。すなわち、ハンドル７５Ｂ
は、レバー７５の回転軸線Ａ２に対して、排出口７３Ｂの反対側に位置する。ハンドル７
５Ｂは、装着方向において、レバー７５の回転軸線Ａ２に対して、排出口７３Ｂの反対側
に位置する。
【０１１４】
　６．１．６　第１円板７６
　第１円板７６は、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に取り付けられた
状態で、レバー７５からの駆動力を第２円板８５（図１７参照）に伝える。第２円板８５
については、後述する。第１円板７６は、レバー７５と第１シャッター７４との間に位置
する。第１円板７６は、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に取り付けら
れた状態で、レバー７５と第２円板８５との間に位置する。第１円板７６は、第１シャッ
ター７４に対して間隔を隔てて位置する。第１円板７６は、トナーフレーム２１に取り付
けられている。第１円板７６は、トナーフレーム２１に対して回転可能である。第１円板
７６は、複数の第１のギア歯７６Ａと、複数の第２のギア歯７６Ｂとを有する。
【０１１５】
　複数の第１のギア歯７６Ａのうちの１つは、レバー７５の複数のギア歯７５Ａのうちの
１つと噛み合う。
【０１１６】
　複数の第２のギア歯７６Ｂは、第１円板７６の回転方向において、第１のギア歯７６Ａ
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と間隔を隔てて位置する。複数の第２のギア歯７６Ｂのうちの１つは、トナーカートリッ
ジ７０がドラムカートリッジ８０に取り付けられた状態で、第２円板８５の複数の第３の
ギア歯８５Ａ（図１７参照）のうちの１つと噛み合う。複数の第３のギア歯８５Ａについ
ては、後述する。複数の第２のギア歯７６Ｂは、レバー７５の複数のギア歯７５Ａと噛み
合わない。
【０１１７】
　６．２　ドラムカートリッジ８０
　図１６および図１７に示すように、ドラムカートリッジ８０は、筒８１と、スクリュー
オーガ８２と、第２シャッター８３と、突起８４と、第２円板８５とを備える。
【０１１８】
　６．２．１　筒８１
　筒８１は、第１実施形態の筒６４と同様に、スクリュー６３Ａに対して、供給ローラ６
２の反対側に位置する。筒８１は、現像フレーム６１と接続する。筒８１は、軸線方向に
おいて、第１側板５１と第２側板５２との間に位置する。筒８１は、軸線方向に延びる。
筒８１は、円筒形状を有する。筒８１は、第２接続部８１Ａと、開口８１Ｂとを有する。
すなわち、現像器６は、第２接続部８１Ａを備える。
【０１１９】
　第２接続部８１Ａは、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着された状態
で、第１接続部７３（図１４参照）と接続される。第２接続部８１Ａは、筒８１の一部で
ある。第２接続部８１Ａは、揺動軸Ａ１に沿って延びる。第２接続部８１Ａは、円筒形状
を有する。第２接続部８１Ａは、軸線方向において、第１側板５１と第２側板５２との間
に位置する。つまり、第２接続部８１Ａは、第１側板５１と第２側板５２との間で、第１
接続部７３と接続される。これにより、トナーカートリッジ３と現像器６とは、第１側板
５１と第２側板５２との間で接続される。第２接続部８１Ａは、軸線方向において、第２
側板５２に対して、第１側板５１の近くに位置する。第２接続部８１Ａは、受入口８１Ｃ
を有する。
【０１２０】
　受入口８１Ｃは、第２接続部８１Ａの内部空間と通じる。受入口８１Ｃは、図１２に示
すように、トナーカートリッジ３がドラムカートリッジ２に装着され、第１シャッター７
４が開位置に位置し、第２シャッター８３が開位置に位置する状態で、第１接続部７３の
排出口７３Ｂと通じる。
【０１２１】
　図１６に示すように、開口８１Ｂは、現像フレーム６１の内部空間と通じる。筒８１の
内部空間は、開口８１Ｂを介して、現像フレーム６１の内部空間と通じる。開口８１Ｂは
、軸線方向において、第２接続部８１Ａと間隔を隔てて位置する。また、開口８１Ｂは、
軸線方向において、受入口８１Ｃと間隔を隔てて位置する。開口８１Ｂは、軸線方向にお
いて、第１側板５１と第２側板５２との間に位置する。開口８１Ｂは、軸線方向において
、第１側板５１に対して、第２側板５２の近くに位置する。
【０１２２】
　６．２．２　スクリューオーガ８２
　図１６に示すように、スクリューオーガ８２は、受入口８１Ｃを介して筒８１の内部に
供給されたトナーを、開口８１Ｂに向かって搬送する。スクリューオーガ８２は、筒８１
の内部に位置する。すなわち、現像器６は、スクリューオーガ８２を有する。スクリュー
オーガ８２は、第２接続部８１Ａの内部に位置する。スクリューオーガ８２は、軸線方向
に延びる。図１７に示すように、スクリューオーガ８２のシャフト８２Ａの軸線方向に垂
直な断面は、軸線方向に見たときに、揺動軸Ａ１と重なる。
【０１２３】
　６．２．３　第２シャッター８３
　図１６および図１７に示すように、第２シャッター８３は、第２接続部８１Ａに取り付
けられる。第２シャッター８３は、軸線方向に延びる。第２シャッター８３は、円筒形状
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を有する。第２シャッター８３は、第２接続部８１Ａを覆う。第２シャッター８３は、開
位置（図１８参照）と、閉位置（図１７参照）との間を移動可能である。第２シャッター
８３は、第２接続部８１Ａに対して回転可能である。第２シャッター８３は、第２接続部
８１Ａの周面に沿って、回転可能である。好ましくは、第２シャッター８３は、揺動軸Ａ
１について、回転可能である。第２シャッター８３は、第２接続部８１Ａに対して回転す
ることにより、開位置と閉位置との間を移動可能である。第２シャッター８３は、複数の
ギア歯８３Ａと、開口８３Ｂとを有する。
【０１２４】
　複数のギア歯８３Ａは、第２シャッター８３の周面に位置する。複数のギア歯８３Ａは
、第２シャッター８３の回転方向に並ぶ。複数のギア歯８３Ａのうちの１つは、第２円板
８５の複数の第４のギア歯８５Ｂのうちの１つと噛み合う。複数の第４のギア歯８５Ｂに
ついては後述する。
【０１２５】
　開口８３Ｂは、第２シャッター８３が開位置に位置するときに、受入口８１Ｃと重なる
。開口８３Ｂは、第２シャッター８３が閉位置に位置するときに、受入口８１Ｃと重なら
ない。
【０１２６】
　６．２．４　突起８４
　突起８４は、第２シャッター８３の周面に位置する。突起８４は、第２シャッター８３
の周面から突出する。これにより、突起８４は、受入口８１Ｃに対して、第２シャッター
８３とともに移動可能である。突起８４は、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッ
ジ８０に装着されたときに、第１シャッター７４の穴７４Ａ（図１２参照）に嵌まる。こ
れにより、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に装着された状態で、第１
シャッター７４と第２シャッター８３とは、ともに移動可能となる。突起８４は、ボスで
ある。突起８４は、第２シャッター８３が閉位置に位置する状態で、ドラムカートリッジ
８０に対するトナーカートリッジ７０の装着方向に延びる。これにより、ドラムカートリ
ッジ８０に対してトナーカートリッジ７０を装着するときに、突起８４が、第１シャッタ
ー７４の穴７４Ａに嵌まる。
【０１２７】
　６．２．４　第２円板８５
　第２円板８５は、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に取り付けられた
状態で、第１円板７６からの駆動力を第２シャッター８３に伝える。第２円板８５は、ト
ナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に取り付けられた状態で、第１円板７６
と第２シャッター８３との間に位置する。第２円板８５は、第１側板５１に取り付けられ
ている。第２円板８５は、第１側板５１に対して回転可能である。第２円板８５は、複数
の第３のギア歯８５Ａと、複数の第４のギア歯８５Ｂとを有する。
【０１２８】
　複数の第３のギア歯８５Ａのうちの１つは、トナーカートリッジ７０がドラムカートリ
ッジ８０に装着されたときに、第１円板７６の複数の第２のギア歯７６Ｂのうちの１つと
噛み合う。
【０１２９】
　複数の第４のギア歯８５Ｂは、第２円板８５の回転方向において、複数の第３のギア歯
８５Ａと間隔を隔てて位置する。複数の第４のギア歯８５Ｂのうちの１つは、第２シャッ
ター８３の複数のギア歯８３Ａのうちの１つと噛み合う。
【０１３０】
　トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に装着された状態で、ユーザが、レ
バー７５を第１位置（図１７参照）から第２位置（図１８参照）へ移動させると、第１円
板７６が回転し、第２円板８５が回転する。これにより、第２シャッター８３は、閉位置
（図１７参照）から開位置（図１８参照）へ移動する。つまり、レバー７５は、トナーカ
ートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に装着された状態で、第１位置に位置するとき
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に、第２シャッター８３を閉位置に位置させる。また、第１シャッター７４は、第２シャ
ッター８３とともに回転することにより、閉位置（図１５参照）から開位置（図１２参照
）へ移動する。
【０１３１】
　また、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に装着された状態で、ユーザ
が、レバー７５を第２位置（図１８参照）から第１位置（図１７参照）へ移動させると、
第２シャッター８３が、開位置（図１８参照）から閉位置（図１７参照）へ移動し、第１
シャッター７４が、開位置（図１２参照）から閉位置（図１５参照）へ移動する。つまり
、レバー７５は、トナーカートリッジ７０がドラムカートリッジ８０に装着された状態で
、第２位置に位置するときに、第２シャッター８３を開位置に位置させる。
【０１３２】
　６．３　第２実施形態の作用効果
　第２実施形態においても、第１実施形態と同様の作用効果を得ることができる。
【符号の説明】
【０１３３】
　１　　　　プロセスカートリッジ
　２　　　　ドラムカートリッジ
　３　　　　トナーカートリッジ
　４　　　　感光ドラム
　６　　　　現像器
　７　　　　クリーナー
　８　　　　廃トナー搬送管
　９　　　　現像ローラ
　１５　　　トナー収容室
　１６　　　廃トナー収容室
　２１　　　トナーフレーム
　２２　　　第１接続部
　２２Ａ　　排出口
　２３　　　第１シャッター
　２５　　　アジテータ
　２９　　　アジテータギア
　３４　　　ギアカバー
　３５　　　レバー
　３６　　　ストッパー
　３７Ａ　　突起
　３８　　　ギア歯
　３９　　　ハンドル
　５１　　　第１側板
　５２　　　第２側板
　５３　　　第２シャッター
　５４　　　第１円板
　５４Ａ　　凹部
　５４Ｂ　　ギア歯
　５５　　　第２円板
　５５Ａ　　第１のギア歯
　５５Ｂ　　第２のギア歯
　６５　　　第２接続部
　６８　　　壁
　６９　　　受入口
　７０　　　トナーカートリッジ
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　７３　　　第１接続部
　７３Ａ　　壁
　７３Ｂ　　排出口
　７４　　　第１シャッター
　７４Ａ　　穴
　７５　　　レバー
　７５Ａ　　ギア歯
　７５Ｂ　　ハンドル
　７６　　　第１円板
　７６Ａ　　第１のギア歯
　７６Ｂ　　第２のギア歯
　８０　　　ドラムカートリッジ
　８１Ａ　　第２接続部
　８１Ｃ　　受入口
　８２　　　スクリューオーガ
　８２Ａ　　シャフト
　８３　　　第２シャッター
　８３Ａ　　ギア歯
　８４　　　突起
　８５　　　第２円板
　８５Ａ　　第３のギア歯
　８５Ｂ　　第４のギア歯
　Ａ１　　　揺動軸
　Ａ２　　　回転軸線
　Ｅ２　　下流端
【図１】 【図２】



(22) JP 6977406 B2 2021.12.8

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(23) JP 6977406 B2 2021.12.8
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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